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震災コンクリートがら等と海水練りコンクリートを使用した港湾構造物築造技術 

株式会社大林組、東北大学、東京工業大学 

 

東日本大震災では大量なコンクリートがらが発生し、その有効利用が課題となっています。また、

港湾施設は津波により甚大な被害を受けており、施設の復旧のためには大量のコンクリートが必

要となっています。 

そこで、震災コンクリートがらを使用した、プレパックドコンクリート工法、ポストパックドコンクリ

ート工法により、25t 消波ブロック、根固めブロック製作の試験施工を行います。この工法ではコス

トを抑制するため、コンクリートがらを小割破砕や摩砕加工せずにそのまま利用します。コンクリー

トの練混ぜ水には、相馬港の海水を利用します。海水を使用することにより、コンクリートの早期

強度発現、高強度化などの品質向上効果があります。これにより、工期短縮や耐久性の向上が

期待できます。 

 

 本技術の特長は以下の通りです。 

 

・ 震災で発生した大量のコンクリートがらの有効利用が図れます。コンクリート 1m3 あたり 1.4t

のがらを活用できます。 

・ コンクリートがらを使用することにより、ブロック製作費の削減が可能です。試算結果では生コ

ンクリートを使用した場合に比べ、約 35%のコスト削減が可能となります。 

・ 海水を練混ぜ水に使用することにより初期強度が大幅に増加し、脱型が早く行えるため、施

工サイクルの短縮が可能です。特に寒冷地での冬期の養生日数を大幅に短縮できます。 

・ 海水を練混ぜ水に使用することにより長期強度も増加し、がらを利用しても港湾用ブロックに

必要な強度が確保できます。 

 

開催日時：平成 25 年 2 月 12 日（火） 13:00～15:00  雨天順延翌日開催 

場所：福島県相馬市光陽１丁目２  

相 馬 港 本 港 地 区 防 波 堤 （ 沖 ） （ 災 害 復 旧 ） 消 波 外 工 事 現 場 内          

(エム・セテック(株)正門前) 

問合せ先：相馬港本港地区防波堤（沖）（災害復旧）消波外工事 

現場代理人日起建設(株) 鈴木正三 TEL： 0244-38-7764 FAX：0244-38-7774 

参考資料 

コンクリートがらを活用したブロック製作 

試験施工見学会を開催します 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


